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献血・視聴覚委員長研修会開催に寄せて 

       

 

【335-Ｄ地区ガバナーテーマ】 

「 原点回帰と革新 」 

【335-Ｄ地区アクティビティスローガン】 

「温故知新 次代への展開」 

 
ライオンズクラブ国際協会 335-Ｄ地区 

地区ガバナー Ｌ. 小暮 敏郎 

 

 

本日の『献血・視聴覚委員長研修会』は、地域住民が“健康で明るい社会生活”

を送るために必要、不可欠なライオンズクラブのアクティビティについての研修

会です。 

献血では「病院で輸血を受けられる患者さんのもとへ、安全な血液を不足なく

届けることができるように支援すること」。聴覚障害者福祉では「聴覚障害のある

方々が、自立され、より豊かな社会生活が送ることができるように支援すること」。

そして、視力ファーストでは「角膜移植を必要としている人々に、一日も早く希

望の光が見えるように支援すること」。など、すべてが今を生きる人々の生活に直

結するものです。 

 “We Serve”のもと、今やライオンズクラブの様々な奉仕活動が世界中で行

われています。また上記アクティビティは、すでに 335-D 地区でも積極的に実施

されておりますが、高齢化や少子化はアクティビティにも大きな影響があり、そ

れらを踏まえた対応が急務となっています。 

本日の研修会により、各ライオンズクラブメンバーが活動の重要性をより強く

認識され、また地元でのアクティビティに有意義な展開につながることを願って

やみません。 
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公益財団法人 兵庫アイバンク 

渡邉 和誉 

 

公益財団法人兵庫アイバンクは、1994年 5月に財団法人兵庫アイバンクとし

て開設以来、眼球提供登録者 18,441名、眼球提供者数 371名、摘出眼球数 714

眼、使用眼数 668眼（2014年 6月末日現在）の実績である。 

2012年 4月より公益財団法人兵庫アイバンクとして生まれ変わり、現在理事

14名、監事 3名、評議員 10名、コーディネーター2名、事務職員 1名によって

運営している。 

2000年 4月に西日本で始めて専従職員としてアイバンクコーディネーターを

置き、小規模ながら日本のアイバンクを牽引するための体制整備を含め、積極

的且つ幅広い活動とサービスの追求を目標に掲げ、鋭意努力しながら活動して

いる。 

角膜移植によって視力回復を望まれる方々は、年々増加傾向にあると言われ

ており、日本国内の提供数は平衡状態もしくは低下傾向にあるのが現状である。

この状況に伴い一部の移植医は海外から角膜を輸入し、移植医療を施行してい

る施設もある。しかしながら、世界保健機構（WHO）や国際移植学会では、自国

内での需要と供給を保つようにと指針にも掲げられており、日本においては移

植医療技術は世界トップクラスであっても豊富な供給が得られていない実情が

ある。 

眼球提供（献眼）は、提供される方ができる最後の「いのちのプレゼント」

であります。しかしながら、このプレゼントを実行するにはご家族をはじめと

する周りの皆様方のご理解とご協力がなければ実行することができません。今

般、もう一度眼球提供登録や眼球提供について考えて頂ければ幸いです。 

また、当アイバンクでは発展していく角膜移植医療に対応できるように、先

端医療である角膜内皮移植術のための体制整備についても準備を進めています。

日本の移植医療を広め、患者に有効な医療を提供するためにも極めて有効な活

動であり、日本の拠点として役割を担う為の覚悟と発展に寄与する所存であり

ます。 

皆様方のご理解とご協力によって、視力回復を望まれる方々への大きな希望

へ結びつけることのできる活動にご協力をお願い致します。 

 

 

 



 

献血・視聴覚委員会の運営方針 

（2014～2015 年度） 
                         ２０１４年８月２３日 

地区献血・視聴覚 

委員長 藤 本  昌 宏 

 

＊献血について 

献血は人の善意によって支えられ､医療の現場で人々の命を救うことに大

きく貢献しています｡ 

我々ライオンズクラブでは「献血は命に直結する重要なアクティビティ」

として位置づけ､一人でも多くの方々にご協力頂けるよう創意工夫をして

活動を行いたいと考えております｡ 

そこで今期の三つの課題を目標に取り組んで頂くようお願いします｡ 

その活動の中で、富山東ライオンズクラブ様が製作した献血推進イメージ

ソングの『君の笑顔を守りたい』を、３３５－Ｄ地区でも献血をもっと明る

く身近なものとなるように活用していきたいと考えております。 

富山東ライオンズクラブ様了解のもと各クラブへお配りしますので、特に若

年層への推進に活用して頂くようお願いします。 

 

1. 若年層献血の推進 

○ 高等学校・大学・専門学校の献血推進（紹介）と支援。 

○ 10 代、20 代が多い職場や団体の紹介。 

○ 地元小・中学校への啓発活動の推進（紹介）。 

2. 献血協力人数（回数）の前年度以上の確保 

（400mL 献血、成分献血の推進） 

○ 献血バスでは 400mL 献血での献血（採血）をより一層推進していく。 

○ 在姫クラブでは、アクティビティの内 1 回（1 期間）を『姫路みゆき

献血ルーム』でお願いします。 

○ 地元の市町計画献血や団体献血会場への動員や記念品贈呈などの  

支援・協力をお願いします。 

3. 例会での献血説明会の実施 

○ 今年度少なくとも１回は血液センター職員を例会に招き、献血説明

（研修）会を計画してください。 

○ 改めて献血や輸血の現状、また今後の状況などをメンバーひとりひと

りが認識し、全員で献血アクティビティに取り組んでいくようお願い

します。 



＊聴覚障害者福祉について 

この事業は聴覚障害者に対する支援事業です。 

特定非営利活動法人「デフピープル」の難聴者支援事業として３３５複合地

区内のクラブによる聴覚障害者の社会参加を支援するアクティビティに助成

金が交付されます。 

支援事業助成金は４地区全体で 1,600 万円、各準地区 400 万円まで、1クラ

ブへの上限は 100 万円（但し総事業費の 70％）が支給されます。 

この募集は今期で終了しますのでよろしくご検討ください。 

 今回の地区への申請期限は 8月 23 日（土）事務局へ必着です。＜期限厳守＞ 

尚この助成金の申請に当たってこれまで物品の寄贈事業が多く、難聴者に

対する支援事業が少ない。今後物品の寄贈のみの事業には助成金の支給は認

められないと強い指導がありましたので、この点ご注意いただき難聴者に対

する直接的な支援事業を計画いただきますよう特にお願いします。 

 

＊視力ファースト・献眼について 

○ 一般市民に対する角膜移植の啓発活動の推進 

兵庫県下には角膜移植により視力回復可能な方々が推定約 400 名おら

れます。しかし残念なことに年間約 40 眼程度の提供しかありません。 

この大きな原因は角膜移植（眼球提供）に対する理解不足がアイバン

ク活動に障害を与えている面もあり、角膜移植の啓発活動を行うことで

少しでも失明者救済に貢献していただくことは、ライオンズの理念であ

る尊い奉仕活動であるといえます。 

○ 献眼登録者の募集拡大 

現在アイバンクへのライオンズ会員の登録者は 2112 名（335-D 地区、7

月末現在）です。 

しかしこの実態を調べてみますと退会された方や転居された方、物故

者も多数あり、又クラブの現会員にも未登録の方があると思われます。

角膜移植への関心を高める意味でも会員の全員登録を是非ともお願いい

たします。 

○ 兵庫アイバンクとの連携と支援協力の拡充 

兵庫アイバンクでは西日本において初めてコーディネーター（2名）を

置き活動していますが、眼球提供者への対応は 365 日 24 時間、1日も休

みなく続けられています。 



しかもその活動は多岐にわたり、過酷な条件の下で懸命な努力が続け

られています。アイバンクの活動が崩壊してしまうと角膜移植の継続が

困難になってしまいます。 

また、アイバンク活動には多額の運営資金が必要です。この事業は皆

様の善意の寄付等を主たる財源にしていますのでクラブや会員各位にも

是非ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1． ライオンズクラブ献血奉仕活動について 

 

１）ライオンズクラブと献血奉仕活動 

現在、日本国内の年間献血者数は約 521 万人、国民の約 24 人に 1人がご

参加いただいていることになります。私たちライオンズクラブは地域住民、

ひいては国民のかけがえのない生命と健康を守るために「愛の献血運動」

を推進しています。 

国内のライオンズクラブの献血協力は、昭和 41 年（1966 年）5月、東京

のライオンズクラブが 140 人の動員を行ったのが最初です。当時は、東京

～大阪間の新幹線も開通し、東京オリンピックも大成功を収めました。し

かし一方では、ライシャワー駐日大使の殺傷事件で輸血を受けられた際、

肝炎に感染し「黄色い血」が社会問題となっていました。この頃は、まだ

まだ売（買）血が主流の時代で、輸血用血液の 92％を占めていました。赤

十字の “献血”はわずか 8％で推進には困難な時代でした。 

全国の各ライオンズクラブは、売（買）血からの輸血で多くの患者さん

が肝炎などの感染症を起こしていることを憂慮し、「患者さんやその家族が、

少しでも安心して輸血を受けられるような社会を築くため」献血奉仕活動

に立ち上がりました。 

 

２）335-D 地区の献血活動 

全国的な流れを受け、335-D 地区では昭和 51 年（1976 年）6 月、献血ア

クティビティが始められました。以降、昭和 56 年からは、地区に献血推進

委員長も置かれ、平成 25 年度（2013～2014 年度）は、倫理性や無償性を基

本に年間約 1 万 4 千人の献血者があり、播磨、但馬地域の輸血医療には欠

かせない献血推進、協力団体（献血サポーター）となっています。 

 

３）地区の献血活動の展開と課題 

 日本の人口構造は、高齢化、少子化が他国に類をみないスピードで進行

しています。兵庫県内でも 335-D 地区の市町では、その傾向が著しく、高

齢社会となっており、それに過疎化が加わっている地域があります。現在、

輸血用血液は比較的高齢者に多く使われており、この地区でも早急に若年

層を中心とした「献血確保の基盤」を強固にしておかなければ、ごく近い

将来、大幅な血液不足が予測されます。 
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2．献血実施計画の手順 

ライオンズクラブと血液センターの打合せ時の基本的な留意、調整事項を示

しています。あらかじめご確認をお願いします。 

 

１） 計画手順の概略 
 

● 主催アクティビティ 

① 実施予定日の 3 ヵ月前には、血液センターへ日程調整のために連絡する。 

（※連絡は早いほどよい。できれば年間計画で計画してください。） 

（連絡先） 

兵庫県赤十字血液センター姫路事業所事業課 ℡ 079-294-5147 

兵庫県赤十字血液センター豊岡出張所    ℡ 079-624-0268 

兵庫県赤十字血液センターみゆき献血ルーム ℡ 079-288-5718 

兵庫県赤十字血液センター推進課      ℡ 078-222-5013 

② 血液センター担当者と日時、場所などの概略を調整する。（3ヵ月前） 

③ 備品、資材、記念品等の準備、関係先（ショッピングセンターなどの会場）への

連絡や許可を得ておく。 

④ 必要に応じて連絡をし、実施 1 ヵ月前には最終打合せを行う。 

⑤ 実施日前の適当な例会において、クラブ内での現状把握や注意事項、ＰＲなど参

加メンバーで情報共有する。 

※是非、「ライオンズクラブ例会」に血液センター担当者を招いて説明会を開催

してください。 

⑥ ポスター掲示などのＰＲも、実施 1ヵ月前から開始する。 

 

● 共催（協賛）アクティビティ 

① 市役所、町役場、血液センターに年間計画を確認する。 

② 共催協力する旨を血液センターへ連絡する。 

(※連絡は早いほどよい。できれば年間計画で計画する。) 

③ 血液センター、市町担当者や各団体と確認打合せをし、クラブとしてのＰＲや当

日の受付方法、記念品、献血者動員計画をたてる。 

  ※高等学校などを紹介し献血実施される際には、学園祭など一般の人が入場可能

な場合には、クラブの動員やポスター掲示などＰＲをお願いします。また記念品

などの支援をご検討お願いします。 
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２） 計画実施のポイント 

以下について血液センターと打合せ・協議が必要です。 

 

① 日程調整 

  ア）献血バス 

・ 血液センターでは各クラブからの日程案により（連絡の先着順を基本に）献血

バス配車計画を確定します。2～3 ヵ月前でも可能な場合もありますが、1 年前

など年間計画では、ほぼ希望の日が予定できます。 

・ 希望日程をできる限り調整しますが、行政、企業、学校など各種の協力団体と

計画を調整するため、無理なケースがあり、希望日の変更をお願いすることが

あります。 

・ 献血バスの配車は平日が基本ですが、土曜や休日で可能な日程もありますので、

血液センターと事前に協議をお願いします。 

・ 献血実施日については、同じ場所で他のクラブと近い日程で実施を希望される

場合もあります。その際、後で申し込まれたクラブが、先に申し込まれている

クラブの直前の日程を希望されることは避けていただくか、当該クラブと必ず

相談してください。また同様の場合で血液センターの定例街頭献血が予定され

ている場合、ライオンズクラブの都合で変更や中止はできません。 

・ 定例街頭献血や市町が主催の計画献血は、年間で決まっている場合が多いため、

血液センターや各市役所、町役場の献血担当課に確認願います。 

☆ 献血バスの 1 日献血目標人数（参考）           半日は 1／2 

区 分 受付者数 献 血 者 数 

平 日 70 人 50 人（400mL 献血） 

土日祝 80 人 60 人（400mL 献血） 

※「高等学校献血」以外は 400mL 献血での推進をお願いします。 

 

イ）献血ルーム 

・姫路みゆき献血ルームでは成分献血と 400mL 献血の確保を主としています。 

  ※高校生など、16 歳と 17 歳の女性には 200mL 献血をお願いしています。 

・日程については献血バスとほぼ同様の設定要領となりますが、できるだけ早く連

絡をお願いします。 

・1 日のみの活動も可能ですが、1 週間～10 日程度の（キャンペーン）期間を設け

ての実施をお願いします。期間中には動員やメンバーでの「呼びかけ活動」、記念

品の提供などをお願いします。 

・姫路市近郊のクラブは、献血ルームでの取り組みもお願いします。『ギャラリース

ペース』などを活用し、自クラブの紹介や活動展などもできます。詳しいことは 
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姫路みゆき献血ルームにお問い合わせください。 

・『献血(紹介)カード』の活用などにより、協力者を紹介、動員する方式も有効です。

参考－①をご覧ください 

☆ 献血ルームの 1 日献血目標人数（参考） 

区 分 受付者数 献 血 者 数 

平 日 70 人 50 人（内成分献血者数 40 人以上） 

土日祝 90 人 70 人（内成分献血者数 55 人以上） 

※200mL 献血については当日の県内採血状況により若年層を中心に受付しています。 

② 献血日が確定した場合の打合せ 

夏季や冬季など自然環境が厳しい場合には、テントの設営などでの実施が困難な

場合があります。荒天時にも備え、公民館などでの開催で、献血者にも安心して

献血いただいている会場手配をお願いします。原則「雨天中止」の採血計画はで

きませんのであらかじめご承知おきください。 

主な内容は、次のとおりです。準備や当日の役割分担などお願いします。 

役割分担 ・受付係 ・案内、接遇係 ・ＰＲ係 ・準備係など 

準備物 

・献血バス、検診バスの駐車場、テントスペース 

・受付、問診、検診、休憩場所（献血者のプライバシーが守れる、

できるだけ天候や気温など影響の無い室内をお願いします） 

・駐車場やスペースにかかる関係機関の許可 

（店舗や公園など） 

・長机、椅子（背もたれ付）、テント 

・案内表示、たて看板、のぼり旗など 

・ハンドマイク 

・記念品 

・電源（家庭用 100V） 

・扇風機・ストーブなど 

 

 ③ 実施日当日の活動 

ア）会場の設営、準備、後片付け 

打合せに沿い会場設営をします。献血バスは、実施時刻の概ね 30 分前に献血会

場に到着します。テントなど設営に時間のかかる場合もありますので､合わせて

ライオンズクラブのスタッフも会場に集合してください。また、記念品などの

袋詰が必要な場合は、その際準備をお願いします。受付場所や問診、検査、休

憩場所の環境については、特段の配慮をお願いします。（冷暖房、プライバシー

保護）後片付けも同様に、血液センター職員や行政担当者と協力してお願いし

ます。 
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イ）受付前誘導 

    献血者を誘導し、献血に関する『お願い・注意文』を読んでいただくようお勧

めいただきます。受付確認書に記入を勧めていただく場合もあります。 

ここでは献血者ご自身のプライバシーに関わることが多く、メンバー同士の私

語などは避けていただきますようお願いします。 

ウ）接遇、案内、誘導 

受付後、献血バスへの誘導や献血後休憩場所への案内をお願いします。また、

記念品（金券や換金性のあるものは禁止させていただきます）を献血者に渡し

てください。その際、注意いただくことは・・・ 

 献血後、稀に気分の悪くなる人がありますので、まず椅子に座るよう勧め

てください。 

休憩場所への案内や記念品を渡される担当者は、献血者の顔色、様子などに

注意してください。万一、気分不良者を発見した場合は安静にしていただき、

血液センター職員にお知らせください。 

 献血者には献血後 10 分～15 分以上の休憩をお願いしています。 

記念品は、献血終了後の休憩時に感謝の言葉を添えて渡してください。受付

者全員に渡す場合、事前検診で献血できない方には、検診場所付近で､又は

受付でお帰りの時に渡してください。 

 献血会場の受付・休憩場所付近での喫煙や飲食は禁止してください。 

エ）当日の呼びかけ、広報 

通行中の人や関係者（市役所の職員）などに献血の呼びかけをお願いします。 

特定の血液型が不足していたり、当日の 200ｍＬ献血はすでに確保できてい

たりという場合がありますので、血液センター職員と相談してください。 

看板の設置やＢＧＭ等について制限がある場合があります。 

血液センター職員を通じ、確認をしてください。 

 

個人情報の保護について 

 

平成 17 年 4 月に「個人情報保護法」が施行されました。個人の人格を尊重して、情

報を収集する場合には、利用目的を特定・明示することとされ、目的外利用や外部提供

が制限されています。 

また献血会場では献血者の個人情報やプライバシーを慎重に取り扱う必要があり、献血

受付をはじめ注意が必要であることをご承知ください。 
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3．献血状況や献血種別などについて 

１）必要数〈 年間約 69 万単位の供給に約 21 万人の献血 〉 
平成 25 年度、兵庫県内医療機関への血液供給単位数は約 500 の医療機関に約 69

万単位（対前年度比 97.1％）もの血液供給が行われました。このために約 21 万人

以上の献血へのご協力者が必要です。 

 これを達成し、県内医療機関に円滑に供給するためには、献血バス（ルーム）の

１台（日）あたりの献血計画数の確保が重要となります。 

また、献血者のご協力には、季節間格差があり例年不足する時期、特に年末年始

から春先には一層の支援をお願いします。 

 

２）より安全な輸血のために必要です。〈 ４００mL 献血 〉 

輸血を受けられる患者さんの肝炎ウイルスなどの感染や各種の副作用を軽減す

るため、出来るだけ少人数の献血者から得た血液で輸血に対応していく必要があり

ます。つまり 200mL 献血よりも 400mL 献血からいただいた血液のほうが、患者さん

にとって安全性が高いと言えます。献血協力の依頼や呼びかけは（男性 17 才，女

性 18 才以上、50ｋｇ以上の）400mL 献血が可能な方にお願いします。 

 335-D 地区では、すでに全血献血者数の内 96.7％が 400mL 献血です。 

 医療機関からの要請に的確に応えるには、献血バス１台当たりでは 50 人以

上の 400mL 献血が必要です 

 200mL 献血は 16 歳や 17 歳の女性にお願いしています。 

 

３）より安全で効果的な輸血のために必要です。〈献血ルームの血小板成分献血〉 

「より少ない人数による輸血」が効果的で、より安全な輸血につながることから、

医療機関からの血液要請のなかで、特に癌、血液疾患（白血病、骨髄移植後など）

などに欠かせない「血小板」血液製剤については､「血小板成分献血」による確保

が必要となっており、現在医療機関からの要請も増えています。 

この「血小板成分献血」は献血ルームでしか確保できません。「血小板成分献血」

は、所要時間が 1時間程度かかりますが、ぜひともご協力願います。 

「血小板成分献血」より製造された血液製剤は、有効期間が採血後４日間と短く、

毎日、新鮮な血小板が大量に必要です。 

   

クラブメンバーやご家族の献血メール会員登録にご協力をお願いします 

血液センターでは、緊急的な血液不足時などに“より早く献血を確保する”ため、 

携帯電話やパソコンの「メール」機能を使い献血をお願いする『複数回献血クラ 

ブ』の会員を募集しています。ご協力をお願いします。 
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参考‐① 

●「献血紹介カード」による献血推進 

 

「献血紹介カード」は、献血実施日に献血できない方やできなかった方が、指定

した期間と別の日に、クラブが指定した場所に献血に出向き、その分も漏れなく実

績としてカウントする方法として採用されました。 

献血バスで献血できなかった方が、別の日に献血ルームで献血していただく際な

どにこの「献血（紹介）カード」をご活用ください。 

ライオンズクラブ献血（紹介）カード －見本－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見本をご参考にカード作成をお願いします。（レイアウトや大きさは自由です） 

なお、『個人情報』が特定できるような内容の記載は避けてください。 

また、血液センターからライオンズクラブに事後、提出必要な場合には、必ず「この

カードは紹介団体に返却されます」を記載してください。 

必要により、血液センターに様式等をＦＡＸ等でご相談ください。 

 

姫路みゆき献血ルームのご案内 

平成 24 年 3 月に姫路駅前フェスタビル北館 

４階に移転拡張いたしました。 

新しい献血ルームは、快適な待合・休憩スペ

ースを備え、採血ベッドは 10 床に増設し、キッ

ズスペースや多目的スペース・ボランティアル

ーム等の施設も充実いたしています。 

ライオンズクラブ献血（紹介）カード 

献血者氏名 

下記団体の紹介で献血に参加しました。  

紹介団体 ○○ライオンズクラブ 紹介者○○ 

〔備考〕 

〔血液センター記入欄〕 

   ４００ / ２００ /  成分 / 不採血 

◎このカードは紹介団体に返却される場合がありますのでご了承ください。 
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参考－⑧ 

　　2014.8.1

Ｒ Ｚ クラブ名
2013年度
会員数

累計登録者
今期

登録者

H24～

献眼者
Ｒ Ｚ クラブ名

2013年度
会員数

累計登録者
今期

登録者

H24～

献眼者

1 1 姫　　路 37 34 3 2 西　　脇 55 101
姫路ゆめさき 20 1 中 30 56
姫路大手前 56 11 黒田庄 17 23
家　　島 7 0 加　　美 25 206
姫路白嶺 30 30 127 386 0 0

姫路さくら 29 48 391 852 0 0
姫路ゴールド 22 0 4 1 豊　　岡 45 37

201 124 0 0 出　　石 47 24
2 姫路鷺城 20 12 豊岡亀城 36 14

姫路中央 64 36 豊岡こうのとり 28 30
はりま市川 20 7 156 105

姫路西 25 3 2 八　　鹿 25 24
姫路南 19 18 和田山 44 47

姫路スター 45 5 温泉町 21 8
193 81 0 0 村　　岡 22 14

3 姫路白鷺 46 28 山　　東 25 20
福　　崎 19 32 大　　屋 17 274 2

姫路広陵 32 67 朝　　来 12 21
姫路グリーン 31 53 166 408 0 2
福崎サルビア 20 17 322 513 0 2
姫路白鳥 14 0 5 1 龍　　野 75 28

162 197 0 0 山　　崎 53 37 1

556 402 0 0 太　　子 28 3
2 1 高　　砂 37 6 はりま一宮 28 2

播　　磨 16 26 ハリマ新宮 24 9
高砂の松 11 9 はりま御津 25 16

64 41 0 0 揖保川 16 32
2 加古川 13 14 たつの赤とんぼ 14 15

加古川シーサイド 21 4 西はりま 24 0
加古川東 15 13 287 142 0 1

加古川中央 52 19 2 相　　生 4 9
加古川清流 26 5 赤　　穂 47 24

127 55 0 0 上　　郡 17 18
191 96 0 0 佐　　用 15 37

3 1 小　　野 24 53 千　　種 4 3
三　　木 38 26 光都ハーモニー 31 16
加　　東 43 41 118 107 0 0
加　　西 25 57 405 249 0 1
加西北条 36 42
三木東 32 39

三木中央 36 159
小野ひまわり 30 49

264 466 0 0

ライオンズクラブ国際協会 335-Ｄ地区　各クラブアイバンク登録現状

小　　計

合　　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

合　　　計

小　　計

合　　　計

小　　計

小　　計

2,112 0 3

小　　計

小　　計

合　　　計

小　　計

合　　　計

総　合　計 1,865



                                                ２０１４年７月２８日 

ＬＩＯＮＳ ＣＬＵＢＳ  ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ 

 

３３５Ｄ地区ガバナー Ｌ小暮敏郎 

    キャビネット幹事 Ｌ東本将文 

       会則委員長 Ｌ西村俊亮                                       

                        献血・視聴覚委員長Ｌ藤本昌宏 

 

３３５Ｄ地区内規に新アワード申請 

  盛夏の候、貴殿益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は各委員会に御指導賜り

御礼申し上げます。 

さて、Ｄ地区 2014/04/30 の現在クラブアイバンク登録現状は地区の会員数に近い登録者

数（1,782)で有ります。これはキャビネット運営を支えて頂いた歴代ガバナー始め委員長

そして関係各位のご尽力であることは誰もが認める所であります。 

アイバンクの事業目的は献眼者にあります。先輩Ｌが積み上げて頂いた実績を本年度は、

地域住民に検眼・視力保護の必要性は勿論ですが、会員の献眼運動であります。昨年度の

献眼者実績数は３名です。指数では 0.0016 分の有志をのぞき指数は０であります。 

この現状は、私自身の現状内にもあります、ご存じのように献眼は献血と決定的な違い

があります。献血が生体で出来るのに献眼は死後に提供されるものであるという違いです。 

死後、ご遺族が雑事に取り紛れている事も事実でありますが、またその事を承知してい

ても、ご遺族にしてみれば、死者の体に傷をつけることをあえて忌避しているかもしれま

せん。運動として献眼事業は、登録運動の推進と同時に死後の処置に関するご遺族へのご

理解だと思います。 

そこで、ご遺族の理解はライオンズスピリットにあります、主人がライオンズが好きで

グッド・スタンデングであり移植を待ち望んでいる多くの人に再生し長い苦しみから抜け

出すことができるこれほど副音は無いと思います、これこそライオンと呼ばるる人です。

ライオンの最後の奉仕事業・献眼に対しキャビネットとして、最高のアイ・サーブ    

アワードを送る提案であります。 

 

（案）アイ・サーブゴールドメンバー 

                    （アイ）は目そして私 

                  人は死して名を残す。 

この事業が御家族のご理解に繋がれば、献眼の要となる事を信じます。 

事を起こすことが始まりです。是非、立ち上げに御尽力を御願い致します。 
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